
  
 

 

 

 

 

 
矢部の棚田にも水が入り、田植えの日を待っていらっしゃることでしょう。 

本校では、毎年１・２年生が矢部保育園の園児やゆいのもりの方々と一緒に田 
植えを行っていますが、今年は 6 月 22 日に堀下幸裕さんの田んぼで実施予定 
です。   
そのような田植えを待つこの季節、日が暮れると私たちの心を癒やしてくれ 

るのが乱舞するほたるたち。誰かが指揮をして、合唱をしているかのように、 
そろって光を放つほたるたち。美しい川がある矢部村だからこそ、この感動が 
味わえるのですね。 自然に感謝！ 移りゆく季節に感謝！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

重点目標 自ら課題に向き合い、自分の思いや考えをしっかり考える子どもの育成 

善遊善学 

 

令和 5 年６月９日  文責 古川 志乃 

学校教育目標 ふるさと矢部を愛し、未来を拓く学力と健康な心と体をもち、共に伸びる      
 児童・生徒の育成～学校地域家庭をつなぐ「総がかりの教育」の推進～ 

６月４日（日）、PTA 活動の一つである「資源回収」を行いました。矢部地区みなさ

んのご協力のおかげで、たくさんの空き缶、瓶、段ボールや雑誌等の紙類を回収させ

ていただきました。保護者のみなさまにおかれましては、早朝から、各地区での収集、

そして、鬼塚体育館下で仕分け作業とお世話をおかけしました。子ども達も、黙々と

作業を手伝っていました。「リデュース・リユース・リサイクル」限りある資源を大切

に使って、この美しい地球を守っていきたいものですね。 

【第一回資源回収の収益】 

瓶（ 3,480 円 ）  新聞・雑誌等（ 46,960 円 ） 段ボール（ 12,780 円 ） 

アルミ缶（ 41,600 円 ）                          合計（ 104,820 円 ）    

※今年度の収益金は前期課程児童のウインタースポーツ体験学習の費用に活用 

PTA活動「資源回収」 ご協力ありがとうございました。 

７ 年生 暴力団排除教室 6月 5日

（月） 
福岡県警察本部 暴力団対策部 組織犯罪対策課から２名の方が来校され、７年生を

対象に「暴力団排除教室」を実施していただきました。犯罪に巻き込まれないために、
一人一人が気をつけなければならないことをじっくり考えることができました。 

 

八女市役所 市民部 税務課 から２名来校され、６年生を対象に「租税教室」を実施
していただきました。税金の種類、税金の用途や役割などの話を聞き、「もし、税金が
無い世の中だったら･･･」を考える DVD を視聴しながら、税金の大切さについて学ぶ
ことができました。最後に、ジュラルミンケースに入った一億円（もちろん偽物です
が･･･）を両手に抱え、ずっしり重い（10kg）札束に感激していました。 

田植え、そして…ほたるの季節になりました！  

６ 年生 租税教室 6月 7日 

【感想より】 

・暴力団というのは、私には関係ないと思っていたけれど、福岡県は日本一多い特定 
指定暴力団がいるし、それだけではなく、いつの間にか自分もしてしまうかもしれ 
ないから怖いなと思いました。（※ ネット等で簡単につながり、いいお金儲けがあ 
るよという甘い誘いにのって暴力団の犯罪に巻き込まれるケースの話を聞いて） 
実際に、犯罪に巻き込まれた人の話も聞いて、さらに怖くなりました。絶対に個人 
情報は教えないように気をつけなければならないと思いました。また、今は、若い 
人たちで大麻を使う人が多いと聞きました。私たちにできることは、大切にすべき 
ことは「ルールを守ること」「インターネットの使い方に気をつけること」「誰かに 
相談すること」だとわかったので、この３つを守れるようにしたいです。（Y.R さん） 

【感想より（一部抜粋）】 
・税金の内容を知らなかった今までの自分は、値段が＋8％、＋10％になるのを、「なん
で!?」と納得できませんでしたが、この租税教室を通して、税金の大切さを知ること
ができて本当に良かったです。税金の種類の数については、想像をはるかにこえる 50
種類だったので、大声が出ちゃいました。他にも存在する税金について自学でまとめ
ようと思いました。                       （T. J さん） 

 ・税金がなくなってしまえば、普通じゃない生活になることがわかりました。何も勉 
  強していなかった時は、「いやだなぁ」と思っていたけれど、「税金は絶対必要だ！」 

と思えるようになりました。小学生一人あたり、税金が一ヶ月で 77,000 円も使わ
れているということにびっくりしました。           （K. K さん） 

矢部清流学園 
学校だより ４号 

 これが一億？ うわぁ～重い！重い！ 



 
 
 
 
 
 

 
 
 
                                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
7 月よりスタートする水泳の授業に備えて、６月７日（水）に、１・２時間目に

善学科の児童生徒で、３・４時間目に善遊科の児童でプール掃除を行いました。 
ゴシゴシ！デッキブラシで磨き、きれいになりました。この準備に向けて、矢部

支所の方々にはプール周りの草刈りをしていただいたり、ホースの補充（老朽化に
より交換が必要）をしていただいたり･･･ご協力ありがとうございました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
地域おこし PR活動（9年生）がスタート！  6月 6日（火） 

総合的な学習の時間に、地域と関わる教育活動の総まとめとして「地域おこし PR 活動」

（９年生）や地域とのつながりの中で福祉について学ぶ「ゆいのもり訪問」（7・8 年生）を

行っています。その単元のスタートにふさわしい授業が展開されましたので紹介します。

【９年生 地域おこし PR 活動】 

ゲストティーチャーとして、砂川満さんと國武恵美さんに、矢部に移住してこられた動

機や矢部の魅力、子ども達に伝えたいメッセージを話していただきました。全校児童生徒

に聞いてほしい内容の話で･･･きっと、９年生の心に響き、よりよい PR 活動につなげてい

ってくれるものと確信しました。 

八女茶発祥 600年。３年生は堀下幸裕さんの茶畑で、摘茶体験をしました。五月晴れ気持ち
のいい天気の下、柔らかい新芽を指先で感じながらお茶摘み体験を楽しみました。「匂ってごら
ん」⇒「わあ～ お茶のにおい！いいにおい！」 「食べてごらん」⇒「わあ～ お茶の味！ 
にがい！」と、五感を働かせたステキな体験でした。終わって、茶工場も見学しました。 

みんなでプール掃除！   6月 7日（水） 

栗原裕典さんよりお米をいただきました。いつもあり

がとうございます。 K.M さんが、「先生！今日のご飯

おいしいでしょう？」と、給食の時に話していたのが

とっても微笑ましかったです。おじいちゃんのことを

そんなふうに誇れるってステキですね！ 

【砂川さんの話】 
矢部の子ども達に「自分の夢を英語で語り、世界へ発信してほしい」という願い

で、英語を教え始めた。矢部の自然、心温かい矢部の人々はこの土地の財産。だか
らこそ、明るい未来を築いていく矢部の子ども達に期待している。 
【國武さんの話】 
 周りに流されることなく、しっかり自分の考えを持ち、決断していってほしい。
みんなにとって当たり前の矢部の空気、水、お茶、イチゴ･･･ 世界一おいしい！ 
そんな自慢なものがたくさんあるこの矢部を発信したい。みんなにも発信していっ
てほしい。そのためにも、自分の得意なところを生かして力をつけてほしい。 

３ 年生 摘茶体験 5月 16日（火） 

 

 

Steve Harvey のメッセージ DVD を紹介され、彼の言葉から、
砂川さんが子ども達に伝えたいことが深く理解できました。
その中でも『快適を味わうためには、不快なことを体験しな
ければならない。』『喜びを味わうためにも、ポジティブ志向！
ポジティブ志向になるためにも、常に感謝の気持ちを持ち続
けること！』といった言葉が心にしみました。 

感 謝 


